
政策コメンテーター報告（第１回）

（意見照会期間：2016年２月12日～２月22日） ： 柳川　範之 東京大学大学院経済学研究科教授

選択式
回答

記述式回答

1

2016 年２月上旬から２月下旬にかけての経済
状況について、関連する業界、地域等の現状
やご自身の知見・経験等を踏まえ、３か月前
(2015 年11月上旬から11月下旬)と比べて良く
なっているか、悪くなっているか選んでいただ
き、その理由をデータや具体的な事例とともに
300 字以内でご記入ください。その際、前年と
の違い等お気づきの点があれば併せてご記入
下さい。なお、政府の景気認識については月
例経済報告の中でお示ししているのでご参照く
ださい。

２

① 2016年前半において、記載した３つの課題
に関し、特に強化・加速すべきとお考えになる
取組について、具体的な推進方法や手法があ
りましたらご紹介下さい。

② また、これら３つには含まれないが、同様に
重要だとお考えの課題がございましたら、その
推進方法とあわせて具体的にご記載下さい。

質問事項

経済動向

回答なし

2016年前半に取り組むべき課題

-

強化・推進すべき取組としては、600兆円経済の実現に向けた、賃金・所得の向上を引き出すサプライサイドの
強化が重要と考える。特に、人材投資の拡大は必要な取り組みであろう。IT投資と人材投資とが一体として進め
られていないという点は、解決すべき重要課題である。今後、ITやAIの進展が予想されるなか、適切な人材投資
が行われる必要があり、人材育成のための適切な教育拠点形成が望まれる。その際には、この取り組みに積極
的で意欲のある企業を集めて、ベストプラクティスや必要な教育内容の構築に関与を促すなど、企業活動と連携
した形での人材投資の実現が望まれる。�
未来への投資を拡大させていくためには、未来の中核企業となりうるようなベンチャー企業の積極的支援も必要
となるのではないか。ただし、単に活動に対して補助金を与えるような政策支援ではなく、もっと参入コストの引き
下げにつながるような環境整備が重要と思われる。それは、サプライサイドの強化につながるだけではなく、需
要刺激策にもつながる。


